
令和５年度 後期学校評価アンケート実施結果 

令和６年 ３月 

幸町小学校 

１ ねらい 

児童、保護者、それぞれの視点から学校の教育目標の達成度や学校教育の推進状況を明らかにし、学校教

育活動全般の見直しと改善を図る。 

  

２ 実施期間等 

 ・２月１日（木）～２月７日（水） 

 

３ 回答方法 

・Microsoft Forms 

 

４ 質問項目        

質問１ 子供は、楽しく学校生活を送れている。 

質問２ 子供は、自分から進んで挨拶をしている。 

質問３ 子供は、時刻を守って生活を送っている。 

質問４ 子供は、廊下や階段で右側歩行ができている。 

質問５ 子供は、身の回りの整理整頓をしている。 

質問６ 子供は、黙働清掃ができている。 

質問７ 子供は、くつを揃えることができている。 

質問８ 子供は、進んで体を動かしている。 

質問９ 子供は、進んで学習に取り組んでいる。 

質問１０ 子供は、友達と仲良くしたり、協力したりできている。 

質問１１ 子供は、タブレットを正しく使い、学習に生かしている。 

質問１２ 学校は、分かりやすく授業を教えている。 

質問１３ 学校は、子供たちの話を聞いてくれている。 

質問１４ 学校は、子供たちの良くない行動を指導している。 

質問１５ 学校は、児童や家庭から悩みを相談できる存在になっている。 

質問１６ 学校は、子供が安全・健康に生活できるように対策ができている。 

質問１７ 
学校は、体力・徳力（心の教育、規律等）・学力のバランスの取れた教育を

行っている。 

質問１８ 
学校は、ＨＰや学校だより、学年だよりを通して保護者や地域に情報を積極

的に提供している。 

※質問項目１７、１８は保護者のみの質問項目。 

※回答選択肢   ４…よく思う、よくできる               ３…思う、できる 

                 ２…あまり思わない、あまりできていない １…思わない、できていない 

 

 



５ 回答結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 回答結果考察（〇成果点、▼課題点） 

〇全体の回答を集約すると、保護者の肯定的評価（４または３）が、８４．７％（前期より０．１％増加）と全体

を通して本校の教育活動に対して肯定的に捉えていると言える。さらに、児童の肯定的評価は、９１．５％

（前期より２．２％増加）と保護者以上に学校生活に対して肯定的に捉えていると言える。 

 

〇質問１「楽しく学校生活が送れている。」に関しては、保護者の９４．４％（前期より０．４％増加）、児童の９

３．７％（前期より２％増加）が肯定的回答を寄せていることから日々の学校生活の出来事を家庭内でも



共有し、肯定的に捉えていると考えられる。来年度さらに、より肯定的に捉えることができるように、各学

年・各学級、学校全体で方策を講じていく。 

 

〇質問１０「友達と仲良くしたり、協力したりできている。では、保護者の肯定的回答 95.3％、児童の肯定

的回答 9６.７％と両者ともに肯定的回答が非常に高くなっている。このことから、児童が学校において友

達と良い人間関係を築き、生活していることを家庭でも共有されていると考えられる。 

 

〇質問１５「学校は、児童や家庭から悩みを相談できる存在になっている。」では、保護者の肯定的回答が

８３％に留まる。一方で、児童の肯定的な回答は前期の９１．７％から９４．２％まで増加した。来年度実施

予定の月 1回の教育相談日等を活用して、さらに家庭に寄り添い、学校、家庭、地域が一体となり、とも

に児童を育てていく意識を職員一人一人がより一層高めていく。 

 

▼質問５「身の回りの整理整頓をしている。」では、保護者の肯定的な回答が 60.1％と最も少なく、否定

的回答が約４０％にものぼっている。同様の質問に対して、児童は肯定的回答が８３％、否定的回答が１

７％となっている。このことからも、整理整頓に関しては学校全体の課題として捉え、各学年及び学校全

体で方策を示していく必要がある。 

   

▼質問８「進んで体を動かしている。」では、保護者の約２３．２％、児童の１７．５％が否定的な回答をして

いる。運動に親しむこと、体力向上は本校の重点指導項目であり、児童の約８割はできている。今後は、

否定的回答をした２割の児童がより運動に親しみ、進んで体を動かそうと思える環境づくりや体育の授

業改善を行っていく必要がある。 

 

７ 自由記述を受けての改善 

  保護者からいただいた意見をもとに以下の点について改善に向けて取り組んでいく。 

 

 ①異学年交流が多く良い方針だと思う。 

→来年度でも、さらに異学年交流が充実するように計画していく。 

 

②アンケート項目で答えにくいものがある。 

→来年度、アンケートの項目や回数等について見直していく。 

 

③机を友達同士、つけて楽しく給食を食べられるようになったらよい。 

→来年度に向けて、食育部中心に計画を練っているところである。 

 

④HPの学校活動の様子で写真をもっと載せて欲しい。 

→来年度以降もホームページの充実に努めていく。 

 


